




令
和
4
年
10
月
18
日

令
和
４
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

―
健
康
保
険
法
制
定
１
０
０
年
―

こ
れ
か
ら
も
健
康
を
支
え
、

皆
保
険
を
守
る
健
保
組
合
で
あ
る
た
め
に

2
0
2
2
年
は
健
康
保
険
法
制
定
か
ら
1
0
0
年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ
る
。
一
方
、
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
入
り
始
め
る
年
で
も
あ
り
、
本
年
が
医
療
保
険
制
度
の
大
き
な
分
岐

点
と
な
る
。

　
急
速
な
高
齢
化
と
現
役
世
代
の
減
少
は
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
医
療
保
険
制
度
も
例
外
で
は
な
く
、
医
療
の
高
度
化
等
と
も
相
俟
っ
て
高
齢
者

医
療
費
の
急
増
に
よ
る
現
役
世
代
の
更
な
る
負
担
増
が
確
実
で
あ
る
。

　

健
保
組
合
は
長
き
に
亘
り
、
加
入
者
と
事
業
主
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
自
主
・
自
立
の

精
神
の
も
と
、
加
入
者
の
健
康
を
守
り
、
ひ
い
て
は
世
界
で
も
優
れ
た
制
度
と
評
さ
れ
る
皆
保

険
制
度
を
守
り
抜
い
て
き
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
結
果
、
止
む

な
く
解
散
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
健
保
組
合
も
少
な
く
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
支
え
る
側
と

支
え
ら
れ
る
側
が
共
倒
れ
す
る
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
が
現
実
の
も
の
と
な
る
。

　

国
民
の
健
康
を
守
り
、
安
心
の
基
盤
で
あ
る
皆
保
険
制
度
の
持
続
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

過
重
な
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
全
世
代
で
支
え
合
う
制
度
に
転
換

す
る
必
要
が
あ
る
。「
2
0
2
5
年
問
題
」
が
迫
る
な
か
、
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
一
定
所
得

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担
2
割
導
入
は
改
革
の
第
一
歩
に
過
ぎ
ず
、
早
期
に
更
な
る
改

革
に
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
顕
著
と
な
っ
た
医
療
提
供
体
制
の
脆
弱
性
へ
の
対
応
も
急
務
で

あ
る
。

　

国
民
が
身
近
で
安
心
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
入
院
・
外
来
医
療
や
病
院
・
診

療
所
の
機
能
分
化
・
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
で
効
果
的
・
効
率
的
な
医

療
体
制
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
医
療
の
重
点
化
・
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
保
険
給
付
範
囲
の

見
直
し
や
リ
フ
ィ
ル
処
方
の
普
及
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
の
導
入
も
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対
応
し
た
医
療
・
介
護
分
野
の
I
C
T
化
を
進
め
、
医
療
の
効

率
化
・
質
を
高
め
る
施
策
も
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず
は
、
情
報
共
有
の
基
盤
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
医
療
・
介
護
情
報
を
活
用
し
て
患

者
・
利
用
者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
高
め
、
医
療
費
の
適
正
化
に
資
す
る
取
り
組
み
も
確
実
に
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　
我
々
健
保
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
も
労
使
の
連
携
の
も
と
様
々
な
保
健
事
業
を
実
践
し
、
ま
た
、

医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
、
優
れ
た
保
険
者
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
て
き

た
。
こ
の
1
0
0
年
間
で
果
た
し
て
き
た
価
値
を
再
認
識
し
、
今
後
も
加
入
者
の
健
康
を
守
る

と
い
う
想
い
の
も
と
に
、
デ
ー
タ
へ
ル
ス
や
コ
ラ
ボ
へ
ル
ス
等
を
推
進
し
て
、
国
民
全
体
の
健

康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
も
加
入
者
に
と
っ
て
最
も
近
い
存
在
で
そ
の
健
康
を
支
え
、
皆
保
険

制
度
を
守
る
健
保
組
合
で
あ
る
た
め
に
我
々
は
組
織
の
総
意
を
も
っ
て
こ
こ
に
決
議
す
る
。

一
．
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
、
全
世
代
で
支
え
合
う
制
度
へ
の
転
換　

一
．
国
民
が
身
近
で
信
頼
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
推
進

一
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
な
ど
I
C
T
化
の
推
進
に
よ
る
医
療
の
効
率
化
・
質
の
向
上

一
．
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
保
健
事
業
の
更
な
る
推
進

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
、

全
世
代
で
支
え
合
う
制
度
へ
の
転
換

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
2
0
2
5
年
が
目
前
に
迫
る
な

か
、
給
付
は
高
齢
者
中
心
、
負
担
は
現
役
世
代
中
心
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
社
会
保
障
の
構
造
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
高
齢
者
医
療
の
拠
出
金

負
担
の
急
増
に
よ
り
現
役
世
代
の
負
担
は
限
界
を
超
え
て
い
る
。
現
役

世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
全
世
代
で
支
え
合
う
制

度
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

10
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
一
定
所
得
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担

２
割
導
入
は
、
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
に
は
十
分
で
は
な
く
、
後
期
高

齢
者
の
保
険
料
負
担
割
合
の
見
直
し
や
拠
出
金
負
担
の
上
限
設
定
、
不

合
理
な
前
期
高
齢
者
財
政
調
整
の
見
直
し
な
ど
、
早
期
に
更
な
る
改
革

を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

国
民
が
身
近
で
信
頼
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
推
進

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
国
民
か
ら
「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
の
期
待
・
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
国
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
「
必
要
な
時
に

必
要
な
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
」
体
制
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
国
民
が
身
近
で
信
頼
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
ち
、
外
来
医
療
の
機
能
分
化
・
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
安
全
・

安
心
で
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
体
制
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
な
ど
I
C
T
化
の
推
進
に
よ
る

医
療
の
効
率
化
・
質
の
向
上

　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
医
療
・
介
護
分
野
に

お
い
て
も
I
C
T
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
や
質
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
情
報
共
有
の
基
盤
と
な
る

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
原
則
義
務
化
を
確
実
に
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

更
に
、
国
の
基
盤
整
備
支
援
の
下
に
、
今
後
「
電
子
処
方
箋
情
報
」

や「
電
子
カ
ル
テ
情
報
」の
共
有
、「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
創
設
等
に
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
、
I
C
T
化
に
よ
る
医

療
の
効
率
化
・
質
の
向
上
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
保
健
事
業
の
更
な
る
推
進

　

健
康
保
険
法
制
定
か
ら
1
0
0
年
の
間
、
健
保
組
合
は
事
業
主
と
の

連
携
の
も
と
、
加
入
者
の
実
態
に
沿
っ
た
き
め
細
や
か
な
保
健
事
業
を

効
果
的
に
展
開
し
、
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
等
を
進
め
て
き
た
。

　

我
々
は
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
価
値
・
役
割
を
再
認
識
し
、
引
き

続
き
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
は
じ
め
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
や
コ
ラ
ボ

ヘ
ル
ス
に
よ
る
健
康
経
営
の
推
進
、
加
入
者
へ
の
健
康
教
育
・
広
報
に

よ
る
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
等
に
努
め
る
。
ま
た
、
社
会
環
境
の
変

化
に
応
じ
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
践
し
、
国
民
全
体
の
健
康
意
識

を
高
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

― 健康保険法制定100年 ―
これからも健康を支え、皆保険を守る健保組合であるために

決　議

令和４年度　健康保険組合全国大会

　

令
和
4
年
10
月
18
日
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
「
令
和
4

年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ラ
イ
ブ
配
信
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
会
は
「
―
健
康

保
険
法
制
定
１
０
０
年
―
こ
れ

か
ら
も
健
康
を
支
え
、
皆
保
険
を

守
る
健
保
組
合
で
あ
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
下
記
決
議
を
採

択
し
ま
し
た
。



？こんなこんな症状症状
ありませんかありませんか

バリア機能の低下を招く
ドライノーズドライノーズにご注意をにご注意を！！

鼻の中を保湿するセルフケア

鼻の中がヒリヒリして痛い、
ムズムズしてかゆい

鼻づまりが治らない

鼻水が乾燥して固まっている

鼻血が出やすい

市販の が悪化!?点 鼻 薬 花 粉 症で

▶▶▶当てはまったら
ドライノーズドライノーズの可能性あり！

　ドライノーズ予防にはセルフケアが有効です。また、鼻の粘膜が傷つくと乾燥が悪化しますので、刺激しないように気をつけましょう。
セルフケアを行っても改善しない場合は、医療機関を受診しましょう。

健康な鼻の中 ドライノーズの鼻の中　外気が乾燥する季節は、鼻の粘膜の水分
が蒸発して乾くドライノーズが起こりやす
くなります。
　鼻の粘膜は本来、適度に湿っていて、ウ
イルスや花粉、ほこりなどの異物から守ら
れていますが、ドライノーズの状態が続く
とバリア機能の低下や炎症を引き起こし、
感染症にかかりやすくなったり、花粉症な
どのアレルギーの悪化を招いたりします。

乾燥すると線毛の動きが弱まり、
異物が粘膜に入り込んで
炎症を起こしやすくなる

適度に湿っていて、
線毛の働きで異物は外に送られる
ウイルス 花粉 ほこり

粘
膜

線
毛

マスクをする
湿らせた
ガーゼを
挟むとGood

専用のスプレーや
クリーム、ジェル、ワセリンで
鼻の中を保湿する

室内では
加湿器や

濡れタオルを活用

　ドライノーズや花粉症のセルフケアの強い味方となる市販薬。種類も豊富でとても便利ですが、
誤った使用法によるトラブルに注意が必要です。
　とくに、多くの市販の点鼻薬に含まれる血管収縮剤は、使用直後から高い鼻づまり解消効果を
発揮します。かぜなどで一時的に使うのは問題ありませんが、繰り返し使用すると鼻の粘膜に炎症
を起こし、鼻炎を悪化させてしまいます。薬の効かない重度の花粉症だと思っていたら、薬が原
因だったということも。もしかしたら…と思ったら、早めに医療機関に相談しましょう。

鼻の入口に
そっと塗ろう

乾乾燥燥

使用する洗浄液の
説明書どおりに
正しく行おう

鼻を洗う

加湿する

健康Topics
季節の





医療費節約術教えます！

ポリファーマシーに注意しよう
ポリファーマシーとは、単にたくさんの薬を服用することではなく、複数の薬を服用することで副作用を起こしたり、

薬がのみきれずに残っていたりする状態をいいます。薬を適切に服用して、医療費を節約しましょう。

 かかりつけ医とかかりつけ薬局をもっ
て、服用中の薬を把握してもらう

 自己都合で複数の医療機関にかかる
「はしご受診」を控える

 薬の種類が多い場合は、種類を減ら
せないか医師や薬剤師に相談する

 「お薬手帳」は１つにまとめ、医療
機関に行く際は必ず持参する

 薬が余っているときは医師や薬剤
師に伝える

 サプリメントを使っている場合は、
医師や薬剤師に伝える

どんなときにポリファーマシーが起こる？

ポリファーマシーをこうして防ごう！

Poly  Pharmacy＋
たくさん 薬

　歳をとると薬の排泄能力が低下して副作用が生じやすくなります。また、長期間漫然と
同じ薬をのみ続けると薬剤耐性が生じて効果が下がることも。同じ薬でも体調や効き目に
変化があれば、かかりつけ医に相談しましょう。

「ずっと使っている薬」
にもご注意を！

15

10

5

0

6.5
8.9

13.1
11.9

13.9薬
物
有
害
事
象
発
生
率

6種類以上で
有害事象が
起こりやすく!

1 ～ 3 4 ～ 5 6 ～ 7

東大病院老年病科
入院患者（2,412名）
の解析

8～ 9 10 ～
処方薬剤数

48.7

44.2

34.2

40～64歳でも
半数以上が
３種類以上の
薬を処方されて
います!

40 ～ 64

65 ～ 74

75～

5～6 ７～（種類）1～2 3～4

9.212.529.6

12.814.228.8

24.216.525.0

参考：Kojima T, et al: Geriatr Gerontol Int 2012; 12:761-2 参考：令和３年社会医療診療行為別統計の概況（厚生労働省）

●薬が増えると有害事象が増える ●歳とともに薬が増える（院外処方）

（％）

（種類）

（歳）

0 25 50 75 100（％）

持病の悪化を招く薬が
処方されるとき1例 のみ合わせの悪い薬が

処方されるとき2例 複数の医療機関から
同じ効能の薬が
処方されるとき3例

薬、
いくつ

のんでいますか？

女性ホルモン剤で持病の
脂質異常症が悪化

相互作用で
不整脈が悪化

過剰服用によって
健康被害が発生

薬が10錠

余っていま
す
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